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●コミュニティー・オーガナイズ（住民組織化）運動の流れ　

●韓国住民（貧民）運動30周年ワークショップ
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不要なビデオデッキ（可動）をお持ちではありませんか？　のじれん事務所のビデオデッキがとうとう壊れてしまいました。もともと

壊れかけのものを拾って使っていたので致し方ないのですが、ビデオは国内外の状況を仲間に伝えるために活用しています。も

しも動作品で不要のビデオデッキをお持ちでしたら、お譲り頂ければ幸いです。

遅れがちになっている通信の発行を何とかしようと、次

号より、ピカうち編集部を再構成し、紙面構成を含め、心

機一転、リニューアルする予定です。報告が遅れがちに

なっているこの間にも、私たちの生活の現場、路上では

入れ替わりたち替わりいろいろな出来事が起っています。

最近はTV局による報道のインパクトもあって、公園に

仲間自らが建てたシャワーや台所、集会所などが役所の

圧力で撤収を余儀なくされたり、宮下公園の一斉清掃（区

役所公園課主導）が代々木公園と同様、月1回に定例化

するなど、管理排除の圧力も強まっています。国政レヴェ

ルでは「ホームレス自立支援法案」の与党三党案が確

定し、民主党との調整段階に入っている状況です。法案

は「自立支援」とともに「公園適正化」を主眼とするもの

で、上記の渋谷区の動きとも大いに関係するものです。

次号からは出来る限りこうしたアクチュアルなテーマを

追跡し、みなさんにお伝えしたいと思います。

『ピカピカのうち』では、みなさまからのご意見、ご感想をお待ちし

ています。「おもしろかった」「つまらん！」等々のご批判はもちろ

んのこと、「○○について取り上げてみては？」といったご提案も

大歓迎！！―――随時、みなさまからの声として紙面に掲載させて

いただきたい思います。

おハガキ、Eメール等、問いません。今後のピカうち作成の参考

にさせていただきますので、どうぞみなさまの声をお聞かせくださ

い。みなさまからの声をもとに『ピカピカのうち』はよりよく生まれ

変わります。そして、地域・立場を越えた支援の方 と々路上の仲

間とを結びつける媒介になれれば、とスタッフ一同願っております。
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